
 

令和６年能登半島地震後の志賀原子力発電所の現状及び今後の対応 
 

令和６年２月７日 

原 子 力 規 制 庁 

１．趣旨 

 本議題は、令和６年能登半島地震後の志賀原子力発電所の現状及び今後の対

応について、本年１月 10 日の第 57 回原子力規制委員会における報告1からの進

捗を報告するものである。 

 

２．経緯 

 志賀原子力発電所については、第 57 回原子力規制委員会への報告以降、非常

用発電機や大容量電源車の点検終了、送電線の修復、周辺モニタリングポストの

測定復帰など状況が改善している。概要は以下のとおりである。 

 

３．志賀原子力発電所の現状2 

（１）全体 

志賀原子力発電所（停止中）においては１月１日の地震時に、使用済燃料プ

ールのスロッシングによる溢水、変圧器の油漏れ、外部電源の切替え等が確認

されたが、その後も、使用済燃料の冷却や電源など安全機能は維持されている。 

外部電源については、志賀原子力線（275kV）２回線及び赤住線（66kV）１

回線の３回線が引き続き確保されているほか、点検中であった非常用電源は点

検が終了し復帰している。 

なお、発電所内の排気筒モニタ及びモニタリングポストでは、引き続き、異

常は確認されていない。 

 

（２）電源状況 

送電設備に損傷が確認されていた赤住線については、１月 13 日に補修を実

施した。これに伴い、1号機の受電を志賀原子力線（275kV）からの受電に切り

替え、赤住線は予備回線として待機している。（別紙１） 

志賀原子力発電所内の非常用電源の状態は下記のとおり。１号機の非常用発

電機１台が１月 29 日に、大容量電源車１台が 1月 30 日に、それぞれ点検から

復帰した。 

 

 
1 https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf 
2 柏崎刈羽原子力発電所においては、1 月 10 日の第 57 回原子力規制委員会での報告から地震による新たな不具合等の

報告はない。 

資料４ 
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非常用電源の待機状態（２月７日現在） 

非常用 

発電機 

１号機：３台全て待機（うち１台は、１月 17 日の試験で自動停止

したが、29 日に復帰） 

２号機：２台が待機（点検中の１台は２月末に復帰予定） 

各種 

電源車 

大容量電源車：２台全て待機（点検中だった１台は１月 30 日に復

帰） 

高圧電源車：７台が待機（１台は点検中） 

 

これまでに発生したトラブルの状況については以下のとおり。 

 

① 変圧器の故障 

１月30日に北陸電力から「原子力発電工作物に係る電気関係報告規則」

に基づく報告（以下、「電気関係事故報告」という。）を受理した。北陸電

力によると、１号機起動変圧器については、損傷の可能性が確認された放

圧板等の取替などにより２月末までの仮復旧を計画しており、２号機主変

圧器については、損傷等が確認された冷却器上部配管接続部及び変圧器を

今後詳細に点検し修理方法を検討する計画としている。（両変圧器の復旧

時期は、点検結果等を踏まえ検討するとして未定。） 

 

② １号機非常用発電機の試運転中の自動停止 

１号機の非常用発電機については、１月 16 日に発生した地震（志賀町；

震度５弱）を踏まえ起動試験を実施したところ、１台が自動停止した。 

北陸電力は、原因が当該起動試験時の所内電源構成等により発電機出力

が上昇しにくい運転状態であったことと推定し、対策として試運転時の所

内電源構成の変更や試験手順書の見直しを行い、1 月 29 日に起動試験を

再度実施し、復帰させた。(参考資料の添付資料 2を参照) 

 

（３）油の漏えい関係 

１月７日及び 10 日に確認された油の漏えい（２号機主変圧器周辺の側溝及

び道路、発電所敷地前面の海面上）への対策として、北陸電力は、側溝に油吸

着マットを設置したほか、中和剤により海面上油膜を処理するとともに、海岸

部にオイルフェンスを設置した。1 月 10 日以降、海域への油の漏えいは確認

されていない。 

 

４．志賀原子力発電所周辺のモニタリングポストの状況（別紙２参照） 

志賀原子力発電所周辺のモニタリングポスト 116 局のうち、発電所北側 15
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ｋｍ以遠のものを中心に計 18 局が一時期欠測した。その後、徐々に欠測箇所

は減少し、２月６日 16:00 時点において全ての箇所において測定が行える体

制に復帰している。 

現場確認の結果や通信の回復状況から、環境放射能水準調査用ポスト（防護

措置判断に用いるものではないポスト）以外の 17 局では測定を継続できてお

り、通信の不具合により測定結果を送信できなかったものと考えられる。 

通信不具合の原因については引き続き石川県及び富山県において確認中で

あるが、これまでのところ以下の原因が挙げられている。 

有線回線：回線の物理的断線、ルータの電源断 

無線回線：回線の物理的断線、通信基地局の電源断 

 

５．原子力規制庁の今後の対応 

（１）志賀原子力発電所 

・変圧器の故障について、原因究明も含め、事故報告の内容を確認していく。 

・志賀原子力発電所の復旧状況等について原子力規制検査を通じて監視して

いく。 

・新規制基準適合性審査において、令和６年能登半島地震に関する知見の反映

内容について確認していく。 

 

（２）モニタリングポストの欠測 

詳細な原因を引き続き確認する。また、通信の信頼性向上に向けた対策を実

施するとともに、航空機モニタリング等によりモニタリング体制の機動力を強

化し放射線モニタリングの多様化を図る。具体的には以下のとおり。 

ア）通信の信頼性向上 

・低消費電力で広域の無線通信が可能な通信（LPWA）を使用した測定器の開

発・導入 

  ・複数の通信事業者を利用可能な通信方式の活用など、既存回線の信頼性向

上の検討 

イ）放射線モニタリングの多様化 

・市販ドローンに搭載可能な小型測定器や欠測箇所へ機動的に設置可能な

軽量測定器の開発・導入 

・より機動性の高いドローン（VTOL 機）導入の検討 

 

（３）緊急時の情報発信 

原子力規制庁は、事業者からの報告に基づき、地震発生当日には２回にわ  

たり記者ブリーフィングを実施するとともに、ホームページや SNS を通じて
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発電所の電源確保やモニタリングポストの状況について発信した。今後、ホー

ムページ上の能登半島地震関連情報の視認性を向上させるため、これらの情報

をまとめて掲載する予定。また、今回の経験を踏まえ、特に初動対応後の情報

発信について継続的改善に取り組む。 

  

（４）技術情報検討会 

令和６年能登半島地震に関する知見を技術情報検討会の枠組みの中で収集

していく。 

 

＜添付資料＞ 

別紙１ 志賀 1，2 号機 所内電源受電状況（1／25 実負荷運転時における状

態）（令和 6年 1月 29 日面談資料の抜粋） 

別紙２ 志賀原子力発電所周辺のモニタリングポストの状況について 

  

参考 令和６年能登半島地震以降の志賀原子力発電所の現況について（１月

30 日時点）（北陸電力プレスリリース資料） 
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（別紙１） 
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（別紙２） 

志賀原子力発電所周辺のモニタリングポストの状況について 

 

局名 測定器 回線１ 回線２ 電源 不具合の状況 

＜防護措置判断用ポスト＞ 

馬渡(まわたり)局等

１４局 

可 有線 携帯 商用＋蓄電池 通信の不具合 

本郷(ほんごう)局等

２局 

可 有線 

２系統 

携帯 商用＋蓄電池及

び非常用発電機 

通信の不具合 

氷見市上余川 

(ひみしかみよかわ)

局 

可 有線 携帯 商用＋非常用発

電機 

電線・通信線

の柱が崩落 

＜環境放射能水準調査用ポスト＞ 

能登空港(のとくう

こう)局 

可 有線 － 商用＋蓄電池(瞬

停用) 

電源断・通信

の不具合 

表 モニタリングポスト 18 局の状況及び不具合 

 

※上記 18局のほか、旭町（あさひまち）等３局について、測定は継続していたものの、

液状化のため移設。 

 

   

写真１ 馬渡局の様子               写真２ 深見局の様子 

（１／７撮影：原子力規制委員会）         （１／３１撮影：原子力規制委員会） 
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写真３ 氷見市上余川局周辺の様子        写真４ 旭町局の様子 

（１／２撮影：富山県）           （１／５撮影：石川県） 
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添付資料１ 

電気関係事故報告の概要 

【事象概要】 

令和６年能登半島地震（2024 年１月１日 16 時 10 分発生）に伴い、志賀１号機起動

変圧器からの絶縁油の漏えいを確認した。このため、外部電源を受電する変圧器を手動

で志賀１号機予備電源変圧器に切り替えた。 

また、同日 16 時 43 分に志賀２号機主変圧器の絶縁油面の低下警報が発生するととも

に、同日 16 時 52 分に比率差動継電器が動作し、外部電源を受電する変圧器が自動で志

賀２号機予備電源変圧器に切り替わった。 

 

【点検結果】 

志賀１号機起動変圧器の外観点検の結果、Ｎｏ．４放熱器上部配管接続部の損傷を確

認した。また、放圧板の動作および変圧器本体にてコンサベータ内のゴム袋が損傷した

可能性があることを確認した。（別添１） 

志賀２号機主変圧器の外観点検を行った結果、Ｎｏ．11 冷却器上部配管接続部の損

傷を確認した。また、Ｎｏ．１～Ｎｏ．10 冷却器上部配管接続部の塗装ひび割れおよ

びコンサベータと放圧管を接続する配管の損傷等を確認した。絶縁油の燃焼等の火災発

生を示す形跡は認められなかった。なお、志賀２号機主変圧器の油中ガス分析を実施し

た結果、変圧器の内部故障の兆候を示すガスが検出された。（別添２） 

 

【今後の点検・復旧工程】 

○志賀１号機起動変圧器 

・低圧電気試験を 2024 年１月末までに実施するとともに、放圧板およびコンサベー

タ内のゴム袋について、同年２月末までに取替を実施する。 

・Ｎｏ．４放熱器を切離して、起動変圧器を仮復旧できないか検討を行うとともに、

今後取替を実施する。また、Ｎｏ．４放熱器上部配管接続部の損傷に関して更なる

調査を行う。 

○志賀２号機主変圧器 

・比率差動継電器の動作に加え、油中ガス分析にて変圧器の内部故障の兆候を確認し

たことから、2024 年１月末までに低圧電気試験を行うとともに、同年２月中旬から

内部点検を実施する。また、内部点検に合わせてＮｏ．１～Ｎｏ．10 冷却器上部配

管接続部の非破壊検査を実施する。 

・内部点検の結果を踏まえて、放圧板を含め変圧器の修理方法について検討する。ま

た、Ｎｏ．11 冷却器上部配管接続部の損傷に関して更なる調査を行う。 

 

以 上 
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別添１ 

 

志賀１号機起動変圧器 点検結果 

（外観点検結果（2024 年１月 11 日点検実施）） 

対象部位 地震による影響 

変圧器本体 無 － 

ブッシング 無 － 

タップ切替器 無 － 

放熱器 有 【Ｎｏ．４】 

・上部配管接続部の損傷 

・補強板とフィンの溶接部に割れ 

【Ｎｏ．１～３、Ｎｏ．５、６】 

・補強板とフィンの溶接部に一部ひび割れ 

コンサベータ 有 コンサベータ内のゴム袋が損傷した可能性あり 

放圧装置 有 放圧板の動作 

吸湿呼吸器 無※ ※絶縁油混入（コンサベータ内のゴム袋が損傷したこと 

による混入と想定） 

温度計 無 － 

油面計 無 － 

衝撃油圧継電器 無 － 

ガス検出器 無※ ※ガス滞留（放圧板の動作あるいはコンサベータ内の 

ゴム袋が損傷したことによる混入と想定） 

弁 無 － 

配管 無 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 Ｎｏ．４放熱器の上部配管接続部に損傷が生じ、損傷箇所から絶縁油が漏えいしたが、漏えいした絶縁
油については地下ピットにて貯留され、その後回収した。  

放熱器 

漏えい箇所 
（上部配管接続部） 
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別添２ 

 

志賀２号機主変圧器 点検結果 

（外観点検結果（2024 年１月 15 日点検実施）） 

対象部位 地震による影響 

変圧器本体  無 － 

ブッシング  無 － 

避雷器  無 － 

タップ切替器  無 － 

冷却器  有 【Ｎｏ．11】 

・冷却器上部配管接続部の損傷 

【Ｎｏ．１～10】 

・冷却器上部配管接続部に塗装ひび割れ 

コンサベータ 無 － 

放圧装置  有 放圧板の動作 

吸湿呼吸器  無 － 

温度計  無 － 

油面計 無 － 

衝撃油圧継電器  無 － 

ガス検出器 無※ ※ガス滞留（コンサベータと放圧管を接続 

する配管の損傷による正常動作） 

弁  無 － 

配管  有 コンサベータと放圧管を接続する配管の損傷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｎｏ．11 冷却器上部配管接続部に損傷が生じ、損傷箇所から絶縁油が漏えいしたが、漏えいした

絶縁油については地下ピットにて貯留され、その後回収した。 

冷却器 

漏えい箇所 
（上部配管接続部） 
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添付資料２ 

志賀原子力発電所１号機 

非常用ディーゼル発電機の試運転中における自動停止の原因と対策 

【事象概要】 

志賀原子力発電所１号機において、１月 16 日 18 時 42 分に発生した志賀町震度５弱

（１号機原子炉建屋地下２階 震度２、24.5 ガル）の地震後の保安確認措置のため、

１月 17 日 16 時 58 分に非常用ディーゼル発電機の一つである高圧炉心スプレイディー

ゼル発電機（以下、ＨＰＣＳディーゼル発電機）の試運転として、ディーゼル機関を

起動し、発電機を所内電源系統に接続する操作（以下、並列）をしていたところ、同

日 17 時 13 分に自動停止した。（１月 17 日お知らせ済） 

その後、ＨＰＣＳディーゼル発電機の外観目視点検、計器等の点検および試運転等

を実施したところ、設備に異常は認められなかった。 

【発生原因】 

１月 17 日の試運転時の所内電源構成等を確認したところ、以下のとおり、ＨＰＣＳ

ディーゼル発電機が出力を上昇させにくい状態であったことから、逆電力継電器※1を

動作させないための設定時間内に、必要な出力を上昇できず自動停止したものと推定

した。 

・ 試運転時の所内電源構成におけるインピーダンス※2が、ＨＰＣＳディーゼル発電

機の負荷を取りにくい状態であったこと。（別添１ 図１） 

・ 試運転の並列時において、ＨＰＣＳディーゼル発電機の電圧が所内電源系統の電

圧よりも通常と比較して高めとなっていたことから、並列直後はＨＰＣＳディー

ゼル発電機の出力を上げにくい制御状態であったこと。（別添１ 図２） 

 

なお、外部電源喪失時には自動的に起動・並列するため、このような状態によりデ

ィーゼル発電機の出力が上昇しにくい事象は発生しない。 

【対策】 

・ ＨＰＣＳディーゼル発電機の試運転時には、負荷が取りやすい所内電源構成の状

態で行うことを手順書に反映する。 

・ 並列時にＨＰＣＳディーゼル発電機の電圧を調整する際、従来並列時に確認して

いた専用の計器に加え、発電機電圧と母線電圧も確認するよう手順書に反映す

る。 

 

以上の対策を行ったうえで改めて試運転を行い、１月 29 日 22 時 37 分にＨＰＣＳデ

ィーゼル発電機を待機とした。 

なお、今後逆電力継電器を動作させないための設定時間の見直しを検討する。 

※１ 逆電力継電器 ：所内電源系統からＨＰＣＳディーゼル発電機側への電力の逆流入 

が生じた際に発電機を保護するための継電器 

※２ インピーダンス：交流における電流の流れにくさ 

以 上 
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図１ 所内電源構成におけるインピーダンスの状態
別添１

プラント停止時の状態（地震前）の試運転時 自動停止発生時（１月１７日）

インピーダンス：交流における電流の流れにくさ

地震前はZA：ZB＝１：５， 1月17日はZA：ZB ＝１：８

1月17日のほうがHPCSディーゼル発電機から負荷へ電流が流れにくい

DG-1H

１号機
非常用母線
M/C-1H

２号機
常用母線
M/C-2B-2

２号機
予備電源
変圧器

275kV母線

負荷
（モータ等）

予備電源
変圧器

Ｍ

自動停止

Ｚ１

送電系統から負荷までの

インピーダンス

％Z ＝ 0.664％

Ｚ２

HPCSディーゼル発電機から

負荷までのインピーダンス

％Z＝5.452％

Ｚ１

送電系統から負荷までの

インピーダンス

％Z＝1.01％

Ｚ２

HPCSディーゼル発電機から

負荷までのインピーダンス

％Z＝5.235％

DG-1H

１号機
非常用母線
M/C-1H

１号機
常用母線
M/C-1A

１号機
起動電源
変圧器

275kV母線

正常運転

負荷
（モータ等）

起動電源
変圧器

Ｍ

Ｚ１

Ｚ１＋Ｚ２
≒ 0.162ＺＡ ＝

Ｚ２

Ｚ１＋Ｚ２
≒0.838ＺＢ ＝

Ｚ１

Ｚ１＋Ｚ２
≒ 0.109ＺＡ ＝

Ｚ２

Ｚ１＋Ｚ２
≒ 0.891ＺＢ ＝

図２ 逆電力リレー動作時（1月17日）と正常動作時（1月25日）の
HPCSディーゼル発電機並列時の電圧・電力トレンド比較

ロックアウトリレー不動作
時間内に発電機電力が十分
に上昇せず、自動停止。

非常用母線電圧が上昇したことから、
発電機電圧が高めであったと推定。

インピーダンスの状態および
発電機電圧が高めとなっていた
ことから、発電機電力を上げ
にくかった。
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〇
外
部
電
源
は
５
回
線
の
う
ち
３
回
線
が
受
電
可
能
で
す
（
必
要
な
所
内
電
源
は
外
部
電
源
１
回
線
で
供
給
可
能
）
。
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
も
維
持
し
て
お
り
安
全
確
保
に
問
題
は
生
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
外
部
電
源
が
使
用
で
き
な
い
場
合
の
非
常
用
電
源
と
し
て
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
、
大
容
量
電
源
車
お
よ
び
高
圧
電
源
車
も
複
数
台
確
保

し
て
い
ま
す
。
 

〇
今
後
、
残
り
の
２
回
線
の
外
部
電
源
の
復
旧
に
向
け
て
、
被
害
を
受
け
た
中
能
登
変
電
所
の

G
I
S（

ガ
ス
絶
縁
開
閉
装
置
）
は
６
月
の
復
旧
を
目
指
し
つ
つ
、
１
号
機
起
動
変
圧
器
お
よ
び
２
号
機
主
変
圧
器
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
原
因
分
析
と
対
策
の
検
討
を
進
め
、
改
め
て
復
旧
の
見
通
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

〇
変
圧
器
・
外
部
電
源
以
外
の
被
害
箇
所
は
、
お
お
む
ね
復
旧
完
了
あ
る
い
は
応
急
処
置
済
み
で
あ
り
、
来
年
度
中
を
目
処
に
段
階
的
に
復
旧
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

電
源
設
備
の
対
応
状
況
 

分
類

 
N
o
.
 

件
名

 
応
急
処
置

等
 

今
後
の
対

応
予
定

 
完
了
予
定

時
期

 

変
圧
器

 

・
 

外
部
電
源

 

1
-
①
 

1
号
機
起

動
変

圧
器
か

ら
の
油

漏
れ

お
よ
び
放

圧
板
の
動

作
、
噴

霧
消
火

設
備

の
起
動

 

・
N
o
.
4
放
熱
器
か
ら
漏
え

い
し

た
絶
縁
油

は
回
収

済
。

 

・
当
該

放
熱
器

の
隔

離
の
た

め
仕
切
弁
を

閉
止
す

る
と
も

に
、
雨
水
浸
入

を
防
止
す

る
た
め

養
生
を

実
施

。
 

・
他
の

放
熱
器

も
余
震

に
よ
る

損
傷
で
の

絶
縁
油

の
漏
え

い
を

防
止
す
る

た
め
、
仕

切
弁
の

閉
止
を

実
施

。
 

・
当
該
変
圧

器
は

2
0
2
4
年

1
月
末
ま
で

に
低
圧

電
気
試

験
を

実
施
す
る

と
と
も

に
、
動

作
し

た
放

圧
板
お
よ

び
点
検

の
結
果

損
傷

が
確
認
さ

れ
た
コ

ン
サ
ベ

ー
タ

の
ゴ
ム
袋

に
つ
い

て
、
2
0
2
4
年

2
月
末
ま
で
に

取
替
を

実
施
す

る
。

 

・
N
o
.
4
放
熱
器
は
切
離
し

、
起

動
変
圧
器

を
仮
復

旧
で
き

な
い

か
検
討
す

る
と
と

も
に
、

今
後

、

取
替
を
実

施
す
る

。
 

・
N
o
.
4
放
熱
器
の
損
傷
に

関
し

て
更
な
る

調
査
を

行
う
。

 

未
定

 
 
 

 
 

（
点
検
結
果

を
踏

ま
え
検
討
）
 

2
-
①
 

2
号
機
主

変
圧

器
か
ら

の
油
漏

れ
お

よ
び
噴
霧

消
火
設
備

の
起
動

、
放
圧

板
の

動
作

 

・
N
o
.
1
1
冷
却
器
上
部
配
管

接
続
部
か
ら

漏
え
い

し
た
絶

縁
油

は
回
収
済

。
 

な
お
、
変

圧
器
周

辺
の
側

溝
の

油
膜
に
つ

い
て
監

視
継
続

中
。

 

・
当
該

配
管
接

続
部

の
隔
離

の
た
め
仕
切

弁
を
閉

止
す
る

と
も

に
、
雨
水

浸
入
を
防

止
す
る

た
め
養

生
を

実
施
。

 

・
他
の

放
熱
器

も
余
震

に
よ
る

損
傷
で
の

絶
縁
油

の
漏
え

い
を

防
止
す
る

た
め
、
仕

切
弁
の

閉
止
を

実
施

。
 

・
当
該
変
圧
器
は
比
率
差
動
継
電
器
が
動
作
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
油
中
ガ
ス
分
析
に
て
変
圧
器
の

内
部
故
障
の
兆
候
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
20
24

年
1
月
末
ま
で
に
低
圧
電
気
試
験
、
2
月
中
旬

に
内
部
点
検
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
内
部
点
検
に
合
わ
せ
て

No
.
1～

No
.1
0
冷
却
器
上
部
配
管
接
続

部
の
非
破
壊
検
査
を
実
施
す
る
。
内
部
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
て
放
圧
板
を
含
め
変
圧
器
の
修
理
方

法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

・
N
o
.
1
1
冷
却
器
上
部
配
管
接

続
部
の
損

傷
に
関

し
て
更

な
る

調
査
を
行

う
。

 

未
定

 
 
 

 
 

（
点
検
結
果

を
踏

ま
え
検
討
）
 

共
-
④
 

外
部
電
源

（
送
電

線
・
変

電
所

設
備
）
の

状
況

 
・
赤
住
線

6
6
k
V
は
損
傷
が
確

認
さ
れ
た

絶
縁
用

の
碍
子
（
1
箇
所
）
お

よ

び
素
線
切

れ
の
ジ

ャ
ン
パ

線
（

1
箇
所
）
を
交

換
済
。

 

・
赤
住
線

6
6
k
V
に
つ
い
て
は

更
な
る
補

修
の
予

定
な
し

。
 

・
志
賀
中
能
登
線

50
0k
V
に
つ
い
て
は
、
送
電
線
の
絶
縁
用
の
碍
子
の
欠
損
（
2
箇
所
）
及
び
中
能
登

変
電
所
内
の

GI
S
（
ガ
ス
絶
縁
開
閉
装
置
）
の
ブ
ッ
シ
ン
グ
（
絶
縁
用
の
碍
管
）
の
破
損
を
確
認
し

て
お
り
、
碍
子
は
今
後
速
や
か
に
補
修
、
GI
S
の
ブ
ッ
シ
ン
グ
は

20
24

年
6
月
ま
で
に
取
替
予
定
。 

2
0
2
4
年

6
月
 

非
常
用
電

源
 

1
-
⑨
 

1
号
機
高
圧
炉

心
ス
プ

レ
イ
デ

ィ
ー
ゼ
ル

発
電

機
の
試
運

転
中
に

お
け
る

自
動

停
止

 

・
設
備
の
故
障
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
試
運
転
を
実
施
し
た
う
え
で

1
号
機
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
待
機
と
し
た
。
 

－
 

完
了

 

そ
の
他
変
圧
器
 

停
止
中
は
使
用
し
な
い
変
圧
器
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
原
子
力
安
全
の
確
保
に
影
響
は
な
い
。
 

1
-
⑥
 

1
号
機
所
内
変

圧
器
お

よ
び
主

変
圧
器
の

放
圧

板
の
動
作

 
－
 

・
2
0
2
4
年

2
月
末
ま
で
に
目
視

点
検
を
実

施
し
、
動
作
し

た
放

圧
板
は

2
0
2
4
年
度
上
期
ま
で

に
、

新
品
を
製

作
し
取

替
を
実

施
す

る
予
定
。

 
2
0
2
4
年
度

上
期
 

2
-
⑤
 

2
号
機
励
磁
電

源
変
圧

器
の
放

圧
弁
の
動

作
 

・
漏
え
い

し
た
絶

縁
油
は

回
収

済
。

 
・
2
0
2
4
年

3
月
末
ま
で
に
低
圧

電
気
試
験

お
よ
び

動
作
し

た
放

圧
弁
に
つ

い
て
新

品
を
製

作
し

取

替
を
実
施

す
る
予

定
。

 
2
0
2
4
年

3
月

末
 

 
そ
の
他
設
備
の
対
応
状
況
（
１
月
９
日
以
前
に
対
応
が
完
了
し
た
も
の
を
除
く
）
 

分
類

 
N
o
.
 

件
名

 
応
急
処
置

等
 

今
後
の
対

応
予
定

 
完
了
予
定

時
期

 

冷
却
水
・

補
給
水

関
連

 

漏
え
い
の
あ
っ
た
配
管
等
は
冷
房
用
の
冷
却

水
や
分
析
機
器
の
洗
浄
等
に
使
用
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
原
子
力
安
全
の
確
保
に
影
響

は
な
い
。
 

1
-
③
 

1
号
機
タ

ー
ビ

ン
補
機

冷
却
水

系
サ

ー
ジ
タ
ン

ク
の
水
位

低
下

 

・
損

傷
の

あ
っ

た
冷

却
コ

イ
ル

の
弁

を
閉

止
し

水
位

低
下

停
止

を
確

認

済
。

 

・
換
気

空
調
系

の
冷
房

が
必
要

と
な
る

2
0
2
4
年
夏
季
ま
で
に

損
傷
し
た

冷
却
コ

イ
ル
の

補
修

を
実

施
す
る
予

定
。

 
2
0
2
4
年
夏

季
 

1
-
⑤
 

1
号
機
純
水
タ

ン
ク
水

位
低
下

 

・
漏
え

い
し
て

い
る

屋
外
の

埋
設
配
管
を

特
定
し

、
弁
を

閉
止

し
水
位
低

下
停
止
を

確
認
済

。
 

・
漏
え
い

の
あ
っ

た
配
管

の
供

給
先
の
純

水
は
別

の
手
段

に
て

供
給
済

。
 

・
2
0
2
4
年
度
中
に
漏
え
い

箇
所

の
補
修
を

実
施
す

る
予
定

。
 

2
0
2
4
年
度

中
 

低
圧
タ
ー
ビ
ン
関
連
 

タ
ー

ビ
ン

の
停

止
中

に
発

生
し

た
も

の
で

あ
り

、
原

子
力

安
全

の
確

保
に

影
響

は
な

い
。
 

2
-
③
 

2
号
機
低
圧
タ

ー
ビ
ン

に
お
け

る
「
伸
び
差

大
」

警
報
発
生

 
－
 

・
タ
ー

ビ
ン

の
健
全

性
確

認
方

法
に
つ

い
て

検
討
を

進
め

、
開

放
点
検

を
行

い
タ
ー

ビ
ン

の
損

傷

の
有
無
を

確
認
の

上
、
必

要
に

応
じ
て
補

修
お
よ

び
復
旧

を
実

施
す
る
予

定
。

 

未
定
 

（
点
検
結
果

を
踏

ま
え
検
討
）
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
関
連
 

落
下
物
は
軽
量
で
、
燃
料
か
ら
離
れ
た
位
置
に
落
下

し
た
こ
と
か
ら
使
用
済
燃
料
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

2
-
④
 

2
号
機
使
用
済

燃
料
貯

蔵
プ
ー

ル
落
下
物

 
－
 

・
落
下
物

の
回
収

方
法
等

の
検

討
を
行
い

、
2
0
2
3
年
度
中
に
落

下
物
を
回

収
す
る

予
定
。

 
2
0
2
3
年
度

中
 

建
物
・
敷

地
内
道

路
関
連

 

い
ず

れ
の

設
備

に
お

い
て

も
必

要
な

機
能

を

満
足

す
る

と
と

も
に

、
被

害
は

軽
微

で
あ

り
、

安
全

お
よ

び
使

用
上

の
支

障
な

し
。
 

1
-
④
 

1
号
機
放
水
槽

防
潮
壁

の
傾
き

 
・
防
潮

壁
と
コ

ン
ク
リ

ー
ト
基

礎
部
と
の

間
で
確

認
さ
れ

た
隙

間
に
土
嚢

を
設
置
済

。
 
 

・
沈
下
測

定
等
の

詳
細
調

査
を

行
い
、
そ

の
結
果

を
も
と

に
2
0
2
4
年
度
中
に
復
旧

予
定
。

 
2
0
2
4
年
度

中
 

1
-
⑦
 

1
号
機
放
水

槽
お
よ

び
1
号

機
補
機
冷
却

排
水

連
絡
槽
防

潮
壁
の

基
礎
の

沈
下

発
生

 

・
防
潮

壁
と
コ

ン
ク
リ

ー
ト
基

礎
部
と
の

間
で
確

認
さ
れ

た
隙

間
に
土
嚢

を
設
置
済

。
 

・
沈
下
測

定
等
の

詳
細
調

査
を

行
い
、
そ

の
結
果

を
も
と

に
2
0
2
4
年
度
中
に
復
旧

予
定
。

 
2
0
2
4
年
度

中
 

1
-
⑧
 

1
号
機
高
圧
電
源
車
使
用
箇
所
付
近
の
段
差
発
生
 

・
当
該
エ

リ
ア
に

つ
い
て

、
立

入
制
限
に

つ
い
て

の
区
画

を
表

示
済
。

 
・
2
0
2
4
年
度
上
期
ま
で
に

ア
ス

フ
ァ
ル
ト

の
再
舗

装
を
実

施
予

定
。

 
2
0
2
4
年
度

上
期
 

共
-
①
 

1
，
2
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
の
エ
キ
ス
パ
ン
シ

ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
カ
バ
ー
の
脱
落
 

－
 

・
2
0
2
4
年

4
月
ま
で
に
脱
落
し

た
カ
バ
ー

の
補
修

を
実
施

予
定

。
 

2
0
2
4
年

4
月
 

共
-
②
 

物
揚

場
埋

立
部
の

舗
装

コ
ン
ク

リ
ー

ト
の

沈
下

発
生

 
・
当
該
エ

リ
ア
に

つ
い
て

、
立

入
制
限
に

つ
い
て

の
区
画

を
表

示
済
。

 
・
沈
下
測
定

等
の
詳

細
調
査

を
2
0
2
4
年

1
月
末
ま
で
に
実

施
後

、
2
0
2
4
年
度
の
荷
揚
げ

作
業
（

低

レ
ベ
ル
放

射
性
廃

棄
物
等

）
に

備
え

2
0
2
4
年
度
上
期
ま
で
に

復
旧
予
定

。
 

2
0
2
4
年
度

上
期
 

 

 【
ま

と
め

】
令

和
６

年
能

登
半

島
地

震
以

降
の

志
賀

原
子

力
発

電
所

の
現

況
に

つ
い

て
（

１
月

３
０

日
現

在
）

 
 

別
紙

１
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Ⓒ
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50
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7
0

貯
水
池

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

発
生

事
象

物
揚
場

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

以
降

の
志

賀
原

子
力

発
電

所
の

現
況

に
つ

い
て

（
１

月
３

０
日

現
在

）

：
鉄
塔

取
水
槽

：
被

害
状

況

＜
凡

例
＞

：
そ

の
他

情
報

取
水
口

別
紙

１
_
参

考
(
１

/
３

)

共
-③

1
-
①

1
-
⑥

2
-
①

2
-
⑤

1
-
⑨

共
-④ 共

-④

【
変

圧
器

関
連

】
○

放
圧

板
・

放
圧

弁
動

作
1
号

機
主

変
圧

器
、

所
内
変

圧
器

、
2
号

機
励

磁
電

源
変

圧
器

の
放

圧
板

お
よ

び
放

圧
弁

の
動

作
が

確
認

さ
れ

た
が

、
正

常
動

作
で

あ
り

問
題

な
し

。
⇒

停
止

中
は

使
用

し
な

い
変

圧
器

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

原
子

力
安

全
の
確

保
に

影
響

は
な

い
。

（
1
-
⑥

、
2
-
⑤

）

【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
停
止
】

1
月

1
6
日

に
発

生
し

た
志
賀

町
震

度
5
弱

の
地

震
後

の
保
安

確
認

措
置

と
し

て
1
号

機
高

圧
炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発
電

機
の

試
運

転
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

自
動

停
止

し
た

。
原
因
調
査
の
結
果
、
設
備
の
故
障
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
試

運
転
を
実
施
の
う
え
で
待
機
状
態
と
し
た
。
1号

機
は
現
在
、
外
部
電

源
3回

線
を
確
保
し
て
お
り
、
ま
た
、
3台

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

健
全
性
を
確
認
済
み
。

⇒
1
号

機
で

外
部

電
源

3
回
線

と
3
台

の
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

が
確

保
さ

れ
て

お
り

、
使

用
済

燃
料
の

冷
却

等
の

原
子

力
安

全
の

確
保

に
影
響

は
な

い
。

（
1-
⑨

）
1
-
⑨

【
絶

縁
油

流
出

関
連

】
○

油
流

出
2
号

機
主

変
圧

器
の

噴
霧
消

火
設

備
の

作
動

に
よ

り
飛

散
し

、
そ

の
後

の
降

雨
で
側

溝
等

を
通

じ
前

面
海

域
に

流
れ

た
絶

縁
油

（
共

-
③
）

に
つ

い
て

も
処

理
・

回
収

済
み

。
そ

の
後

、
再

び
前

面
海

域
に

絶
縁

油
が

流
出

し
た

こ
と

を
受

け
、

海
岸

部
へ

の
オ

イ
ル

フ
ェ

ン
ス

の
設

置
、

側
溝

の
油

吸
着

マ
ッ

ト
の

設
置

方
法

の
改

善
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

監
視

強
化

を
継

続
中

。
⇒

油
の

処
理

・
回

収
お

よ
び

オ
イ

ル
フ

ェ
ン

ス
設

置
を

行
っ

て
お

り
海

洋
へ

の
影

響
は

な
い

。

【
外

部
電

源
関

連
】

○
系

統
確

保
数

2
号

機
主

変
圧

器
の

故
障
お

よ
び

中
能

登
変

電
所

の
ガ
ス

絶
縁

開
閉

装
置

（
G
I
S
）

に
一

部
損

傷
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
外

部
電
源

5
回

線
の

う
ち

志
賀

中
能

登
線

5
0
0
k
V
 
2回

線
が

使
用

で
き

な
い

が
、

3回
線

が
使

用
可

能
で

あ
る

。
ま

た
、

非
常

用
の

電
源
と

し
て

、
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
、

大
容

量
電

源
車

お
よ

び
高
圧

電
源

車
が

確
保

さ
れ

て
い
る

。

⇒
必

要
な

外
部

電
源

や
非
常

用
の

電
源

が
確

保
さ

れ
て
お

り
、

使
用

済
燃

料
の

冷
却

等
の

原
子
力

安
全

の
確

保
に

影
響

は
な
い

。
（
共
-④

）

【
変

圧
器

関
連

】
○

絶
縁

油
漏

れ
1
号
機

起
動

変
圧

器
（

1
-①

）
お

よ
び

2
号

機
主

変
圧

器
（

2
-
①

）
の

漏
れ

た
絶

縁
油

に
つ

い
て

回
収

済
み

。
1
，

2
号

機
と

も
外

部
電
源

か
ら

受
電

し
て

い
る

。
ま
た

、
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

、
大

容
量

電
源

車
お

よ
び

高
圧
電

源
車

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
⇒

必
要

な
外

部
電

源
や
非

常
用

の
電

源
が

確
保

さ
れ
て

お
り

、
使

用
済

燃
料

の
冷

却
等

の
原

子
力

安
全

の
確

保
に
影

響
は

な
い

。
2
-
①

1
-
①

青
字

は
1月

9
日

か
ら

の
更

新
箇

所
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7
0

貯
水
池

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

発
生

事
象

物
揚
場

【
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
関

連
】

○
プ

ー
ル

水
の

飛
散

1
号

機
、

2
号

機
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水

が
波

打
ち

現
象

(
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
)に

よ
り
床

面
に

飛
散

し
た

が
、

飛
散
し

た
量

は
わ

ず
か

で
あ

り
、

プ
ー
ル

水
位

へ
の

影
響

お
よ

び
外
部

へ
の

放
射

能
の

影
響

は
な

い
。
な

お
、

飛
散

水
に

つ
い

て
は
ふ

き
取

り
済

み
。

⇒
プ

ー
ル

水
位

は
ほ

と
ん
ど

変
化

し
て

お
ら

ず
、

使
用
済

燃
料

の
冷

却
等

の
原

子
力
安

全
の

確
保

に
影

響
は

な
い
。

（
1
-
②

、
2
-
②

）

○
プ

ー
ル

落
下

物
2
号

機
使

用
済

燃
料

貯
蔵
プ

ー
ル

内
に

保
管

し
て

あ
っ
た

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ
の

検
査

装
置

の
一

部
が

プ
ー
ル

底
部

に
落

下
し

て
い

る
こ

と
を
確

認
し

た
。

⇒
落

下
物

は
軽

量
で

あ
り
、

燃
料

か
ら

離
れ

た
位

置
に
落

下
し

た
こ

と
か

ら
使

用
済
燃

料
へ

の
影

響
は

な
い

。
（

2
-
④

）

【
津

波
関

連
】

2
号

機
取

水
槽

内
の

水
位
計

で
約

3
メ

ー
ト

ル
の

水
位
上

昇
を

確
認

し
、

海
域

に
お

け
る

水
位

変
動
を

解
析

す
る

こ
と

と
し

て
い
た

。
そ

の
後

、
取

水
槽

内
の
水

位
デ

ー
タ

を
用

い
て

解
析
し

た
結

果
、

取
水

口
付

近
で

約
3
メ

ー
ト

ル
の
水

位
上

昇
と

評
価

し
た

。
さ
ら

に
、

波
高

計
デ

ー
タ

を
収

集
・

分
析

・
評

価
し
た

結
果

、
物

揚
場

付
近

で
も
約

3
メ

ー
ト

ル
の

水
位

上
昇

を
確

認
し

た
。

⇒
発

電
所

の
敷

地
高

さ
は

11
メ

ー
ト

ル
で

あ
り

、
発

電
所
へ

の
影

響
は

な
い

。
（

2
-
⑥

）

【
低

圧
タ

ー
ビ

ン
関

連
】

○
タ

ー
ビ

ン
「

伸
び

差
大

」
警

報
停

止
中

の
2
号

機
低

圧
タ
ー

ビ
ン

に
お

い
て

「
伸

び
差
大

」
警

報
が

発
生

し
た

。

⇒
タ

ー
ビ

ン
の

停
止

中
に
発

生
し

た
も

の
で

あ
り

、
原
子

力
安

全
の

確
保

に
影

響
は
な

い
。

（
2
-
③

）

取
水
槽

取
水
口

1
-⑤

【
冷

却
水

・
補

給
水

関
連

】
○

水
位

低
下

1号
機
タ
ー
ビ
ン
補
機
冷
却
水
系
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
、
純
水
タ
ン

ク
の
水
位
低
下
が
確
認
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
原
因
を
特
定
し
水

位
低
下
は
停
止
。

⇒
漏

え
い

の
あ

っ
た

配
管
等

は
冷

房
用

の
冷

却
水

や
分
析

機
器

の
洗

浄
等

に
使

用
す
る

た
め

の
も

の
で

あ
り

、
原
子

力
安

全
の

確
保

に
影

響
は
な

い
。

（
1
-
③

、
1
-
⑤

）

2
-⑥

2
-③

2
-②

2
-④ 1
-②

1
-③

【
建

物
・

敷
地

内
道

路
関

連
】

○
地

盤
沈

下
、

傾
き

等
物

揚
場

埋
立

部
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

（
共

-
②

）
、

1号
機

放
水

槽
お

よ
び

1
号

機
補
機

冷
却

排
水

連
絡

槽
防

潮
壁

の
基

礎
（

1
-
⑦

）
、

1号
機

高
圧

電
源

車
使

用
箇

所
付

近
（

1
-
⑧

）
に

地
盤

沈
下
、

1
号

機
放

水
槽

防
潮

壁
に

傾
き

（
1
-
④

）
、

1
，

2
号
機

廃
棄

物
処

理
建

屋
エ

キ
ス
パ

ン
シ

ョ
ン

ジ
ョ

イ
ン

ト
シ
ー

ル
カ

バ
ー

の
脱

落
（

共
-
①

）
が

発
生

し
た

。
⇒

い
ず

れ
の

設
備

に
お

い
て

も
必

要
な

機
能

を
満

足
す
る

と
と

も
に

、
被

害
は

軽
微
で

あ
り

、
安

全
お

よ
び

使
用

上
の

支
障

な
し

。

共
-
②

1
-
⑦

1
-
⑧

1
-
④

共
-
①

：
被

害
状

況

＜
凡

例
＞

：
そ

の
他

情
報

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

以
降

の
志

賀
原

子
力

発
電

所
の

現
況

に
つ

い
て

（
１

月
３

０
日

現
在

）
別

紙
１

_
参

考
(
２

/
３

)

共
-②

1
-④

1
-⑦

1
-⑧

共
-①

1
-⑦

：
鉄
塔

2
-⑥
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7
0

貯
水
池

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

発
生

事
象

物
揚
場

取
水
口

１
号

機
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル

1月
22

日
撮

影

緊
急

時
対

策
棟

増
設

緊
急

時
対

策
所

1月
22

日
撮

影

27
5ｋ

V 
志

賀
原

子
力

線

1月
22

日
撮

影

66
ｋ

V 
赤

住
線

1月
22

日
撮

影

高
圧

電
源

車

1月
23

日
撮

影

大
容

量
電

源
車

1月
23

日
撮

影

２
号

機
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

1月
23

日
撮

影

２
号

機
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル

1月
23

日
撮

影

１
号

機
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

1月
23

日
撮

影

構
内

道
路

1月
23

日
撮

影

：
電

源
関

係

＜
凡

例
＞

：
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル

：
そ

の
他

令
和

６
年

能
登

半
島

地
震

以
降

の
志

賀
原

子
力

発
電

所
の

現
況

に
つ

い
て

（
１

月
３

０
日

現
在

）
別

紙
１

_
参

考
(
３

/
３

)

「
令
和
６
年
能
登

半
島

地
震

」
に
よ

り
、

一
部

設
備
に

被
害

が
発

生
し
ま

し
た
が
、
外
部
電
源
や
必
要
な
監
視
設
備
、
冷
却

設
備
お
よ
び
非
常
用

電
源

等
の

機
能
を

確
保

す
る

と
と
も

に
、

主
要

建
屋
、

構
内

道
路
等
に
は
被
害
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
原

子
炉
施
設
の
安
全
確

保
に

問
題

は
生
じ

て
お

り
ま

せ
ん
。

構
内

道
路

1月
26

日
撮

影
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発
生
事
象

お
よ
び

現
時
点
ま

で
の
対

応
状
況
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
別
紙
２
 

［
2
0
24

年
1
月

30
日
現

在
］

 

 
1
 
/
 
7 

 

※
青
字

下
線
箇

所
が

1
/
9
公

表
以

降
の
更

新
箇

所
 

（
対
応

予
定
時

期
に

つ
い
て

は
精

査
中
）
 

※
黄
色
ハ
ッ
チ
ン
グ
箇
所
は
対
応
完
了
済
み
（
応
急
処
置
等
に
つ
い
て
は
全
て
完
了
済
み
）
 

志
賀

原
子

力
発

電
所

1
号

機
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

N
o
.
 

公
表
日
 

件
名
 

事
象
概
要
 

対
応
状
況
 

1
-
①
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

1
号
機
 
 

起
動

変
圧

器
か

ら
の

油

漏
れ

お
よ

び
放

圧
板

の

動
作
、
噴
霧
消
火
設
備
の

起
動
 

・
変
圧
器
の
絶
縁
油
※
 
が
約

3
,
6
0
0
リ
ッ
ト
ル
（
推
定
）

堰
内
に
漏
え
い
し
た
こ
と
を
確
認
。
 

※
保
有
量
：
5
2
,
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
（
変
圧
器
本
体
：
4
2
,
0
0
0

リ
ッ
ト
ル
）
 

・
地
震
発
生
時
に
放
圧
板
が
動
作
し
た
こ
と
を
確
認
。
 

・
噴
霧
消
火
設
備
を
手
動
起
動
。
 

 ・
予

備
電

源
変

圧
器

に
切

替
え

、
赤

住
線

(
6
6
k
V
)
よ

り
受

電
中
。
2
号
機
の
所
内
電
源
系
統
か
ら
の
融
通
に
よ
り
、

志
賀
原
子
力
線
(
2
7
5
k
V
)
か
ら
も
受
電
可
能
。
ま
た
、
非

常
用

の
電

源
と

し
て

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
、

大

容
量

電
源

車
お

よ
び

高
圧

電
源

車
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。
 

⇒
必

要
な

外
部

電
源

や
非

常
用

の
電

源
が

確
保

さ
れ

て
お

り
、

使
用

済
燃

料
の

冷
却

等
の

原
子

力
安

全
の

確
保

に

影
響
は
な
い
。
 

・
1
月

2
日
に
雨
水
等
を

含
め
る
と
約

4
,
2
0
0
リ

ッ
ト
ル
回
収
済
。
 

・
絶

縁
油

が
漏

え
い

し
て

い
る

放
熱

器
の

仕
切

弁
を

閉
止

す
る

と
も

に
、

雨
水

浸
入

を
防

止
す

る
た
め
の
養
生
を
実
施
。
ま
た
、
他
の
放
熱
器
も
余

震
に

よ
る

損
傷

で
絶

縁
油

が
漏

え
い

す
る

の
を

防
止
す
る
た
め
、
仕
切
弁
の
閉
止
を
実
施
。
 

・
2
0
2
4
年

1
月
末
ま
で

に
低
圧
電
気
試
験
を
実
施

予
定
。
 

・
動

作
し

た
放

圧
板

お
よ

び
点

検
の

結
果

損
傷

が
み

ら
れ

た
コ

ン
サ

ベ
ー

タ
の

ゴ
ム

袋
に

つ
い

て
、
2
0
2
4
年

2
月
末
ま
で
に
取
替
を
実
施
す
る
。
 

・
点
検
の
結
果
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
放
熱
器
上
部
配

管
接
続
部
と
放
熱
器
を
切
離
し
、
起
動
変
圧
器
を

仮
復
旧
で
き
な
い
か
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後

取
替
を
実
施
す
る
。
 

・
点

検
の

結
果

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

放
熱

器
上

部
配

管
接

続
部

の
損

傷
に

つ
い

て
更

な
る

調
査

を
行
う
。
 

1
-
②
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

1
号
機
 
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー

ル
水
の
飛
散
 

・
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

波
打

ち
現

象
（

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ
）
を
確
認
。
 

・
飛
散
し
た
量
は
約

9
5
リ
ッ
ト
ル
（
プ
ー
ル
水
位
低
下
量

は
0
.
8
m
m
相
当
）
、
放
射
能
量
は
約

1
7
,
1
0
0
B
q
、
外
部

へ
の
放
射
能
の
影
響
は
な
し
）
 

⇒
プ

ー
ル

水
位

は
ほ

と
ん

ど
変

化
し

て
お

ら
ず

、
使

用
済

燃
料

の
冷

却
等

の
原

子
力

安
全

の
確

保
に

影
響

は
な

い
。
 

・
1
月

4
日
に
ふ
き
取
り
実
施
済
。
 

・
現
在
、
使
用
済
燃
料
を
安
定
し
て
冷
却
中
。
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発
生
事
象

お
よ
び

現
時
点
ま

で
の
対

応
状
況
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
別
紙
２
 

［
2
0
24

年
1
月

30
日
現

在
］

 

 
2
 
/
 
7 

 

N
o
.
 

公
表
日
 

件
名
 

事
象
概
要
 

対
応
状
況
 

1
-
③
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

1
号
機
 
 

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

水

系
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
の

水

位
低
下
 

 

・
原

子
炉

建
屋

、
タ

ー
ビ

ン
建

屋
の

換
気

空
調

系
の

冷
却

コ
イ

ル
か

ら
冷

却
水

が
漏

え
い

し
、

水
位

が
低

下
し

て

い
る
こ
と
を
確
認
。
 

⇒
冷

房
用

の
冷

却
水

で
あ

り
、

原
子

力
安

全
の

確
保

に
影

響
は
な
い
。
 

・
弁
を
閉
止
し
水
位
低
下
停
止
を
確
認
済
。
 

・
換
気
空
調
系
の
冷
房
が
必
要
と
な
る

2
0
2
4
年
夏

季
ま

で
に

損
傷

し
た

冷
却

コ
イ

ル
の

補
修

を
実

施
予
定
。
 

1
-
④
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

1
号
機
 
 

放
水
槽
防
潮
壁
の
傾
き
 

・
1
号
機
放
水
槽
の
周
囲
（
全
周
約

1
0
8
m
）
に
津
波
対
策

と
し
て
自
主
的
に
設
置
し
た
鋼
製
の
防
潮
壁
（
高
さ

4
m
）

の
南
側
壁
が
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
数

c
m
程
度
傾
い
て

い
る
こ
と
を
確
認
。
 

⇒
変
形
は
軽
微
で
あ
り
、
機
能
に
影
響
は
な
い
。
な
お
、
そ

の
他
の
側
壁
に
傾
き
は
み
ら
れ
な
い
。
 

・
放

水
槽

防
潮

壁
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト

基
礎

部
と

の

間
で
確
認
さ
れ
た
隙
間
に
土
嚢
を
設
置
。
 
 

・
今
後
、
沈
下
測
定
等
の

詳
細
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
も
と
に

2
0
2
4
年
度
中
に
復
旧
予
定
。
 

1
-
⑤
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

1
号
機
 
 

純
水
タ
ン
ク
水
位
低
下
 

・
純
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
、
毎
分

7.
3
リ
ッ
ト
ル
程
度
（
43
8

リ
ッ
ト
ル
/時

）
で
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
 

・
漏
え
い
量
は
純
水
の
製
造
能
力
（
20
,
00
0
リ
ッ
ト
ル
/時

）

に
比
べ
て
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
 

⇒
純
水
タ
ン
ク
の
水
は
分
析
機
器
の
洗
浄
等
に
使
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
原
子
力
安
全
の
確
保
に
影
響
は
な
い
。
 

・
漏
え
い
し
て
い
る
屋
外
の
埋
設
配
管
を
特
定
。
 

弁
を
閉
止
し
水
位
低
下
停
止
を
確
認
済
。
 

・
漏

え
い

の
み

ら
れ

た
配

管
の

供
給

先
の

純
水

は

別
の
手
段
に
て
供
給
し
て
お
り
、
2
0
2
4
年
度
中

に
漏
え
い
箇
所
の
補
修
を
実
施
予
定
。
 

  

1
-
⑥
 

2
0
2
4
/
1
/
5 

1
号
機
 

所
内

変
圧

器
お

よ
び

主

変
圧

器
の

放
圧

板
の

動

作
 

・
地
震
発
生
時
に

1
号
機
所
内
変
圧
器
お
よ
び

1
号
機
主

変
圧
器
の
放
圧
板
が
動
作
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
。
 

（
地

震
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

油
が

揺
れ

る
こ

と
で

、
内

圧
が

一
時

的
に

上
昇

し
、

放
圧

板
が

正
常

に
動

作
し

た

も
の

で
あ

り
、

こ
の

事
象

に
伴

う
油

漏
れ

は
な

い
こ

と

を
確
認
）
 

⇒
所

内
変

圧
器

お
よ

び
主

変
圧

器
の

放
圧

板
の

動
作

が
確

認
さ
れ
た
が
、
正
常
動
作
で
あ
り
、
問
題
な
し
。
 

・
2
0
2
4
年

2
月
末
ま
で
に
目
視
点
検
を
実
施
。
 

・
動
作
し
た
放
圧
板
は
、
2
0
2
4
年
度
上
期
ま
で
に
、

新
品
を
製
作
し
取
替
を
実
施
予
定
。
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発
生
事
象

お
よ
び

現
時
点
ま

で
の
対

応
状
況
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
別
紙
２
 

［
2
0
24

年
1
月

30
日
現

在
］

 

 
3
 
/
 
7 

 

N
o
.
 

公
表
日
 

件
名
 

事
象
概
要
 

対
応
状
況
 

1
-
⑦
 

2
0
2
4
/
1
/
5 

1
号
機
 

放
水
槽
お
よ
び

1
号
機
補

機
冷

却
排

水
連

絡
槽

防

潮
壁

の
基

礎
の

沈
下

発

生
 

・
1
号
機
放
水
槽
お
よ
び

1
号
機
補
機
冷
却
排

水
連
絡
槽

の
周

囲
に

津
波

対
策

と
し

て
自

主
的

に
設

置
し

た
鋼

製

の
防
潮
壁
（
高
さ

4
m
）
の
基
礎
の
一
部
が
、
地
震
の
影

響
に
よ
り
数

c
m
沈
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
 

⇒
防

潮
壁

本
体

の
一

部
の

傾
き

（
1
-
④

）
を

除
き

異
常

が

な
く
、
ま
た
沈
下
部
分
に
生
じ
た
数

c
m
の
隙
間
に
つ
い

て
も

土
嚢

に
よ

る
閉

塞
を

完
了

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、

現
時
点
で
機
能
に
影
響
は
な
い
。
 

・
放

水
槽

防
潮

壁
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト

基
礎

部
と

の

間
で
確
認
さ
れ
た
隙
間
に
土
嚢
を
設
置
。
 
 

・
今
後
、
沈
下
測
定
等
の

詳
細
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
も
と
に

2
0
2
4
年
度
中
に
復
旧
予
定
。
 

1
-
⑧
 

2
0
2
4
/
1
/
5 

1
号
機
 

高
圧

電
源

車
使

用
箇

所

付
近
の
段
差
発
生
 

・
1
号
機
高
圧
電
源
車
使
用
箇
所
付
近
の
道
路
に
数

c
m
程

度
の
段
差
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
 

⇒
高

圧
電

源
車

は
、

近
傍

の
別

の
場

所
に

配
置

し
て

も
支

障
な
く
対
応
で
き
る
た
め
影
響
は
な
い
。
 

・
当

該
エ

リ
ア

に
つ

い
て

、
立

入
制

限
に

つ
い

て

の
区
画
表
示
を
実
施
中
。
 

・
段

差
が

発
生

し
た

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
再

舗
装

を

2
0
2
4
年
度
上
期
ま
で
に
実
施
予
定
。
 

1
-
⑨
 

2
0
2
4
/
1
/
1
7 

1
号
機
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

試

運
転

中
に

お
け

る
自

動

停
止
 

・
1
月

1
6
日
に
発
生
し
た
志
賀
町
震
度

5
弱
の
地
震
後
の

保
安
確
認
措
置
と
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
起
動
し
、

発
電

機
を

所
内

電
源

系
統

に
接

続
す

る
試

運
転

を
し

て

い
た
と
こ
ろ
自
動
停
止
し
た
。
 

な
お
、
1
月

1
日
に
発
生
し
た
志
賀
町
震
度

7
の
地
震
を

受
け
た
試
運
転
（
1
月

4
日
実
施
）
で
は
異
常
は
な
か
っ

た
。
 

⇒
外
部
電
源

3
回
線
（
赤
住
線
(
6
6
k
V
 1

回
線
)
お
よ
び
志

賀
原
子
力
線
（
2
7
5
k
V
 2

回
線
）
）
を
確
保
し
て
お
り
、

1
号
機
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

3
台
の
う
ち

2
台

は
健
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
電
源
供
給
に
影
響
は
な
い
。
 

 

・
今

回
の

事
象

に
つ

い
て

、
要

因
調

査
に

お
い

て

設
備
の
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
後

に
実

施
し

た
実

負
荷

試
験

に
お

い
て

も
異

常
が
な
か
っ
た
。
 

・
推
定
原
因
へ
の
対
策
内
容
を
手
順
書
に
反
映
し
、

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
待

機
と
し
た
。
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発
生
事
象

お
よ
び

現
時
点
ま

で
の
対

応
状
況
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
別
紙
２
 

［
2
0
24

年
1
月

30
日
現

在
］

 

 
4
 
/
 
7 

 志
賀

原
子

力
発

電
所

２
号

機
 

N
o
.
 

公
表
日
 

件
名
 

事
象
概
要
 

対
応
状
況
 

2
-
①
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

2
号
機
 
 

主
変

圧
器

か
ら

の
油

漏

れ
お

よ
び

噴
霧

消
火

設

備
の
起
動
、
放
圧
板
の
動

作
 

・
変
圧
器
の
絶
縁
油
※
 
が
約

3
,
5
0
0
リ
ッ
ト
ル
（
推
定
）

堰
内
に
漏
え
い
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
 

※
保

有
量

：
1
2
2
,
5
0
0

リ
ッ

ト
ル

（
変

圧
器

本
体

：

1
2
2
,
5
0
0
リ
ッ
ト
ル
）
 

・
噴

霧
消

火
設

備
の

自
動

起
動

、
放

圧
板

が
動

作
し

た
こ

と
を
確
認
。
 

（
火
災
の
発
生
は
な
い
こ
と
を
確
認
）
 

・
予
備
電
源
変
圧
器
に
切
替
え
、
志
賀
原
子
力
線
(
2
7
5
k
V
)

よ
り

受
電

中
。

所
内

電
源

系
統

の
切

替
に

よ
り

、
赤

住

線
(
6
6
k
V
)
か

ら
も

受
電

可
能

。
ま

た
、

非
常

用
の

電
源

と
し

て
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

、
大

容
量

電
源

車

お
よ
び
高
圧
電
源
車
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
 

⇒
必

要
な

外
部

電
源

や
非

常
用

の
電

源
が

確
保

さ
れ

て

お
り
、
使
用
済
燃
料
の
冷
却
等
の
原
子
力
安
全
の
確
保

に
影
響
は
な
い
。
 

・
1
月

5
日
に
油
約

1
9
,
8
0
0
リ
ッ
ト
ル
（
推
定
）

回
収
済
。
（
雨
水
等
を
含
め
る
と
約

2
4
,
6
0
0
リ

ッ
ト
ル
。
回
収
量
訂
正
（
1
月

5
日
）
）
 

・
絶

縁
油

が
漏

え
い

し
て

い
る

放
熱

器
の

仕
切

弁

を
閉

止
す

る
と

も
に

、
雨

水
浸

入
を

防
止

す
る

た
め
の
養
生
を
実
施
。
ま
た
、
他
の
放
熱
器
も
余

震
に

よ
る

損
傷

で
絶

縁
油

が
漏

え
い

す
る

の
を

防
止
す
る
た
め
、
仕
切
弁
の
閉
止
を
実
施
。
 

・
比

率
差

動
継

電
器

が
動

作
し

て
い

る
こ

と
に

加

え
、

油
中

ガ
ス

分
析

に
て

変
圧

器
の

内
部

故
障

の
兆
候
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
4
年

1

月
末
ま
で
に
低
圧
電
気
試
験
、
2
月
中
旬
に
内
部

点
検
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
内
部
点
検
に
合
わ
せ

て
現

時
点

で
損

傷
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

冷
却

器
上

部
配

管
接

続
部

の
非

破
壊

試
験

を
実

施
す

る
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
放

圧
板

を
含

め
変

圧
器
の
修
理
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

・
油

漏
れ

の
原

因
と

な
っ

た
損

傷
し

て
い

る
冷

却

器
上
部
配
管
接
続
部
の
更
な
る
調
査
を
行
う
。
 

2
-
②
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

2
号
機
 
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー

ル
水
の
飛
散
 

・
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

波
打

ち
現

象
（

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ
）
を
確
認
。
 

・
飛

散
し

た
量

は
約

3
2
6

リ
ッ

ト
ル

（
水

位
低

下
量

は

1
.
3
m
m
相
当
）
、
放
射
能

量
は
約

4
,
6
0
0
B
q
、
外
部
へ
の

放
射
能
の
影
響
は
な
し
）
 

⇒
プ

ー
ル

水
位

は
ほ

と
ん

ど
変

化
し

て
お

ら
ず

、
使

用
済

燃
料

の
冷

却
等

の
原

子
力

安
全

の
確

保
に

影
響

は
な

い
。
 

・
1
月

3
日
に
ふ
き
取
り
実
施
済
。
 

・
現
在
、
使
用
済
燃
料
を
安
定
に
冷
却
中
。
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発
生
事
象

お
よ
び

現
時
点
ま

で
の
対

応
状
況
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
別
紙
２
 

［
2
0
24

年
1
月

30
日
現

在
］

 

 
5
 
/
 
7 

 

N
o
.
 

公
表
日
 

件
名
 

事
象
概
要
 

対
応
状
況
 

2
-
③
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

2
号
機
 
 

低
圧

タ
ー

ビ
ン

に
お

け

る
「
伸
び
差
大
」
警
報
発

生
 

・
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
「
伸
び
差
大
」
の
警
報
発
生
。
 

⇒
タ

ー
ビ

ン
の

停
止

中
に

発
生

し
た

も
の

で
あ

り
、

原
子

力
安
全
の
確
保
に
影
響
は
な
い
。
 

・
タ
ー
ビ
ン
の
健
全
性
確
認
方
法
に
つ
い
て
メ
ー

カ
と
検
討
を
行
い
、
そ
の
後
、
速
や
か
に
開
放

点
検
を
行
い
、
タ
ー
ビ
ン
の
損
傷
の
有
無
を
確

認
の
上
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
お
よ
び
復
旧
を

実
施
予
定
。
 

2
-
④
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

2
号
機
 
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー

ル
落
下
物
 

・
2
号

機
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
内

に
保

管
し

て
あ

っ

た
原

子
炉

冷
却

材
再

循
環

ポ
ン

プ
の

検
査

装
置

の
一

部

が
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

底
部

に
落

下
し

て
い

る

こ
と
を
確
認
。
 

⇒
落
下
物
は
軽
量
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
）
で
あ
り
、
燃
料
か

ら
離
れ
た
位
置
（
約

4
m
）
に
落
下
し
た
こ
と
か
ら
使
用

済
燃
料
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

・
メ
ー
カ
と
落
下
物
の
回
収
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
2
0
2
3
年
度
中
に
落
下
物
を
回
収
す

る
予
定
。
 

2
-
⑤
 

2
0
2
4
/
1
/
3 

2
号
機
 
 

励
磁

電
源

変
圧

器
の

放

圧
弁
の
動
作
 

・
変

圧
器

上
部

に
あ

る
放

圧
弁

の
動

作
に

よ
り

導
油

管
を

通
じ
て
変
圧
器
の
絶
縁
油
 
約

1
0
0
リ
ッ
ト
ル
（
推
定
）

が
堰
内
に
排
出
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
。
 

（
地

震
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

油
が

揺
れ

る
こ

と
で

、
内

圧
が

一
時

的
に

上
昇

し
、

放
圧

弁
が

正
常

に
動

作
し

た

も
の
）
 

⇒
励

磁
電

源
変

圧
器

は
プ

ラ
ン

ト
運

転
時

に
使

用
す

る
変

圧
器
で
あ
り
、
原
子
力
安
全
の
確
保
に
影
響
は
な
い
。
 

・
1
月

5
日
に
油
約

1
0
0
リ
ッ
ト
ル
回
収
済
。
 

・
2
0
2
4
年

3
月
末
ま
で
に
低
圧
電
気
試
験
お
よ
び

動
作
し
た
放
圧
弁
に
つ
い
て
新
品
を
製
作
し
取

替
を
実
施
予
定
。
 

2
-
⑥
 

2
0
2
4
/
1
/
3 

2
号
機
 

取
水

槽
内

の
海

水
面

の

上
昇
 

 

・
1
月

1
日
の
発
電
所
の
デ
ー
タ
の
再
確
認
に
よ
り
、
2
号

機
取

水
槽

内
の

海
水

面
が

通
常

よ
り

約
3
m
上

昇
し

て

い
た
こ
と
を
確
認
。
 

⇒
発
電
所
の
敷
地
高
さ

1
1
m
の
地
点
に
高
さ

4
m
の
防
潮

堤
・
防
潮
壁
を
設
置
し
て
お
り
、
約

3
m
の
上
昇
に
よ
る

発
電
所
設
備
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

 

・
2
号
機
取
水
槽
内
の
水
位
計
で
約

3
m
の
水
位
上

昇
を
確
認
し
、
海
域
に
お
け
る
水
位
変
動
を
解

析
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
取
水
槽

内
の
水
位
デ
ー
タ
を
用
い
て
解
析
し
た
結
果
、

取
水
口
付
近
で
約

3
m
の
水
位
上
昇
と
評
価
し

た
。
 

 
 
さ
ら
に
、
波
高
計
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
・

評
価
し
た
結
果
、
物
揚
場
付
近
で
も
約

3
m
の

水
位
上
昇
を
確
認
し
た
。
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発
生
事
象

お
よ
び

現
時
点
ま

で
の
対

応
状
況
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
別
紙
２
 

［
2
0
24

年
1
月

30
日
現

在
］

 

 
6
 
/
 
7 

 志
賀

原
子

力
発

電
所

１
、

２
号

機
共
通
 

N
o
.
 

公
表
日
 

件
名
 

事
象
概
要
 

対
応
状
況
 

共
-
①
 

2
0
2
4
/
1
/
2 

1
，
2
号
機
 
 

廃
棄

物
処

理
建

屋
エ

キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

ジ
ョ

イ

ン
ト

シ
ー

ル
カ

バ
ー

の

脱
落
 

・
1
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
と

2
号
機
廃
棄
物
処

理
建
屋

を
接

続
す

る
ゴ

ム
製

の
シ

ー
ル

部
材

（
エ

キ
ス

パ
ン

シ

ョ
ン

）
を

覆
う

金
属

製
の

カ
バ

ー
が

脱
落

し
て

い
る

こ

と
を

確
認

。
ま

た
、

当
該

の
シ

ー
ル

カ
バ

ー
は

シ
ー

ル

部
材
の
劣
化
防
止
用
の
部
品
で
あ
る
。
 

⇒
シ

ー
ル

部
材

自
体

に
損

傷
は

な
く

、
外

部
へ

の
放

射
能

等
の
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
。
 

・
2
0
2
4
年

4
月
ま
で
に
脱
落
し
た
カ
バ
ー
の
補
修

を
実
施
予
定
。
 

共
-
②
 

2
0
2
4
/
1
/
5 

物
揚

場
埋

立
部

の
舗

装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
沈

下

発
生
 

・
物

揚
場

の
埋

立
部

に
お

い
て

、
地

震
の

影
響

に
よ

り
舗

装
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

沈
下

し
、

段
差

が
発

生
し

て
い

る

こ
と
を
確
認
。
 

⇒
物
揚
場
の
構
造
自
体
に
問
題
な
し
。
 

・
沈
下
測
定
等
の
詳
細
調
査
を

2
0
2
4
年

1
月
末

ま
で
に
実
施
後
、
2
0
2
4
年
度
の
荷
揚
げ
作
業

（
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
等
）
に
備
え

2
0
2
4

年
度
上
期
ま
で
に
復
旧
予
定
。
 

共
-
③
 

2
0
2
4
/
1
/
7 

発
電

所
前

面
の

海
面

上

で
の
油
膜
確
認
 

・
志
賀
原
子
力
発
電
所
前
面
の
海
面
上
に
、
油
膜
（

約
5
m

×
1
0
m
）
が
浮
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
 

・
1
月

1
日
の
地
震
時
に

変
圧
器
絶
縁
油
の
漏
え
い
が
発

生
し

た
際

の
噴

霧
消

火
設

備
の

作
動

に
よ

り
飛

散
し

、

そ
の

後
の

降
雨

で
側

溝
等

を
通

じ
前

面
海

域
に

流
れ

た

絶
縁
油
と
推
定
さ
れ
る
。
 

⇒
漏

え
い

油
は

中
和

、
回

収
等

を
行

い
、

環
境

へ
の

影
響

は
な
い
。
 

・
1
月

7
日
に
中
和
剤
等
に
よ
る
油
膜
の
処
理
を

実
施
。
 

・
発
電
所
全
域
に
つ
い
て
油
の
漏
え
い
等
が
な
い

こ
と
を
確
認
済
。
（
1
月

7
日
）
 

・
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
側

溝
等
に
油
が
な
い
か
重
点
的
な
確
認
を
継
続
す

る
。
 

2
0
2
4
/
1
/
1
0 

発
電

所
前

面
の

海
面

上

で
の
油
膜
確
認
 

・
2
号
機
主
変
圧
器
周
辺
の
側
溝
に
油
膜
が
確
認

さ
れ
、
そ

の
下

流
側

の
確

認
に

よ
り

、
前

面
の

海
面

上
に

、
油

膜

（
約

1
0
0
ｍ
×
3
0
ｍ
、
推
定
約

6
リ
ッ
ト
ル
）
が
浮
い
て

い
る
こ
と
を
確
認
。
 

⇒
海

岸
部

に
オ

イ
ル

フ
ェ

ン
ス

を
設

置
し

た
こ

と
か

ら
環

境
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

・
側
溝
に
設
置
し
た
油
吸
着
マ
ッ
ト
の
設
置
方
法

の
改
善
お
よ
び
監
視
頻
度
増
加
に
よ
る
監
視
強

化
を
継
続
中
。
 

・
側
溝
下
流
に
設
置
さ
れ
る
雨
水
用
の
排
水
ゲ
ー

ト
の
レ
ベ
ル
お
よ
び
海
上
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
状
況
に
つ
い
て

2
4
時
間
体
制
で
監
視

強
化
を
継
続
中
。
 

・
1
月

1
4
日
に

2
号
機
主
変
圧
器
堰
内
の
砕
石
除

去
を
開
始
（
油
流
出
の
原
因
調
査
の
た
め
）
。
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発
生
事
象

お
よ
び

現
時
点
ま

で
の
対

応
状
況
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
別
紙
２
 

［
2
0
24

年
1
月

30
日
現

在
］

 

 
7
 
/
 
7 

 

N
o
.
 

公
表
日
 

件
名
 

事
象
概
要
 

対
応
状
況
 

共
-
④
 

2
0
2
4
/
1
/
9
 

外
部
電
源
（
送
電
線
・
変

電
所
設
備
）
の
状
況
 

  

・
志

賀
原

子
力

発
電

所
に

繋
が

る
送

電
線

の
点

検
を

行

い
、
以
下
を
確
認
。
 

（
志
賀
原
子
力
線

2
7
5
k
V
 
2
回
線
）
 

・
異
常
な
し
 

（
赤
住
線

6
6
k
V
 
1
回
線
）
 

・
送
電
線
の
絶
縁
用
の
碍
子
の
欠
損
（
1
箇
所
）
、
ジ
ャ

ン
パ
線
（
鉄
塔
前
後
の
碍
子
装
置
間
を
つ
な
ぐ
電
線
）

の
素
線
切
れ
（
1
箇
所
）
が
確
認
さ
れ
た
が
、
現
時
点

で
送
電
線
の
機
能
に
問
題
な
し
。
 

[
№
5
鉄
塔
：
6
個
の
う
ち

1
個
欠
損
]
 

[
№
3
鉄
塔
：
素
線

3
0
本
中

5
本
断
線
]
 

（
志
賀
中
能
登
線

5
0
0
k
V
 
2
回
線
）
 

・
中
能
登
変
電
所
内
の

G
I
S（

ガ
ス
絶
縁
開
閉
装
置
）
の

ブ
ッ
シ
ン
グ
（
絶
縁
用
の
碍
管
）
の
破
損
、
送
電
線
の

絶
縁
用
の
碍
子
の
欠
損
（
2
箇
所
）
を
確
認
。
 

[
2
号
線
開
閉
所
引
留
鉄
構
：
5
3
個
中

4
個
欠
損
]
 

[
1
号
線
№
2
鉄
塔
：
3
6
個
中

1
個
欠
損
]
 

・
志
賀
中
能
登
線
は

2
回

線
中

1
回
線
が
使
用
可
能

で

あ
る
が
、
2
号
機
主
変
圧
器
が
使
用
不
可
で
あ
り
、
受

電
で
き
な
い
。
 

・
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
外
部
電
源
が

3
回
線
（
志

賀
原

子
力
線

1
号
線
、
志
賀
原
子
力
線

2
号
線
、
赤
住
線
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
1
，
2
号
機
そ
れ
ぞ
れ
に
電
源
供
給

が
可
能
で
あ
る
。
 

ま
た

、
非

常
用

の
電

源
と

し
て

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発

電
機

、
大

容
量

電
源

車
お

よ
び

高
圧

電
源

車
が

確
保

さ

れ
て
い
る
。
 

⇒
必

要
な

外
部

電
源

や
非

常
用

の
電

源
が

確
保

さ
れ

て
お

り
、

使
用

済
燃

料
の

冷
却

等
の

原
子

力
安

全
の

確
保

に

影
響
は
な
い
。
 

    （
赤
住
線

6
6
k
V
）
 

1
月

1
3
日
（
土
）
に
欠
損
し
た
絶
縁
用
の
碍
子
（
1

箇
所
）
お
よ
び
素
線
切
れ
の
ジ
ャ
ン
パ
線
（
1
箇
所
）

の
交
換
を
実
施
。
 

な
お
、
こ
の
作
業
に
伴
い

1
号
機
に
つ
い
て
は
、
2

号
機

か
ら

の
所

内
電

源
融

通
に

よ
り

志
賀

原
子

力

線
（
2
7
5
k
V
 
2
回
線
）
に
切
り
替
え
実
施
。
 

 （
志
賀
中
能
登
線

5
0
0
k
V
）
 

送
電
線
の
絶
縁
用
の
碍
子
の
欠
損
は
今
後
、
速
や

か
に
補
修
。
 

中
能
登
変
電
所
内
の
破
損
し
た

G
I
S
の
ブ
ッ
シ
ン

グ
（
絶
縁
用
の
碍
管
）
は
、
2
0
2
4
年

6
月
ま
で
に

取
替
予
定
。
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